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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年2月5日(2021.2.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　本発明の主題はしたがって、以下：
　（Ａ）オルガニルオキシ基を含有し、かつ式（Ｉ）の単位からなる、オルガノポリシロ
キサン：
　　ＲａＲ１

ｂ（ＯＲ２）ｃＳｉＯ（４－ａ－ｂ－ｃ）／２（Ｉ）、
　　式中、
　　Ｒは、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ脂肪族炭素－炭素多重結合を
含まない、一価でＳｉＣ結合されている随意に置換されたヒドロカルビル基を表し、
　　Ｒ１は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ脂肪族炭素－炭素多重結合
を有する、一価でＳｉＣ結合されている随意に置換されたヒドロカルビル基を示し、
　　Ｒ２は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ一価の随意に置換されたヒ
ドロカルビル基を示し、
　　ａは、０、１、２、または３であり、
　　ｂは、０または１であり、かつ、
　　ｃは、０、１、２、または３であるが、
　　ただし、式（Ｉ）において、ａ＋ｂ＋ｃ≦３であり、かつ少なくとも１つの単位では
ｂおよびｃが０以外の値であって；
　（Ｂ）式（ＩＩ）の有機ケイ素化合物：
　　（Ｒ４Ｏ）ｄＳｉＲ３

（４－ｄ）（ＩＩ）、
　　式中、
　　Ｒ３は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ一価でＳｉＣ結合されてい
る随意に置換されたヒドロカルビル基を示し、
　　Ｒ４は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ水素原子または一価の随意
に置換されたヒドロカルビル基を示し、
　　ｄは、２、３、または４であり、好ましくは３または４であり、より好ましくは３で
あるが、
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　　ただし、有機ケイ素化合物（Ｂ）において、少なくとも２個の炭素原子を有する少な
くとも１個の基Ｒ４が存在し、
　　および／またはそれらの部分的な加水分解産物であって；
　ならびに、
　（Ｃ）塩基性窒素を含有する式（ＩＩＩ）の有機ケイ素化合物：
　　（Ｒ６Ｏ）ｅＳｉＲ５

（４－ｅ）（ＩＩＩ）、
　　式中、
　　Ｒ５は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ塩基性窒素を含有する一価
でＳｉＣ結合されている基を示し、
　　Ｒ６は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ水素原子または一価の随意
に置換されたヒドロカルビル基を示し、
　　ｅは、２または３、好ましくは３であるが、
　　ならびに／またはそれらの部分的な加水分解産物；を含んでなる、架橋性組成物であ
る。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　架橋性組成物であって、
　（Ａ）オルガニルオキシ基を含有し、かつ式（Ｉ）の単位からなる、オルガノポリシロ
キサン：
　　ＲａＲ１

ｂ（ＯＲ２）ｃＳｉＯ（４－ａ－ｂ－ｃ）／２（Ｉ）、
　　式中、
　　Ｒは、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ脂肪族炭素－炭素多重結合を
含まない、一価でＳｉＣ結合されている随意に置換されたヒドロカルビル基を表し、
　　Ｒ１は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ脂肪族炭素－炭素多重結合
を有する、一価でＳｉＣ結合されている随意に置換されたヒドロカルビル基を示し、
　　Ｒ２は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ一価の随意に置換されたヒ
ドロカルビル基を示し、
　　ａは、０、１、２、または３であり、
　　ｂは、０または１であり、かつ、
　　ｃは、０、１、２、または３であるが、
　　ただし、式（Ｉ）において、ａ＋ｂ＋ｃ≦３であり、かつ少なくとも１つの単位では
ｂおよびｃが０以外の値であって；
　（Ｂ）式（ＩＩ）の有機ケイ素化合物：
　　（Ｒ４Ｏ）ｄＳｉＲ３

（４－ｄ）（ＩＩ）、
　　式中、
　　Ｒ３は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ一価でＳｉＣ結合されてい
る随意に置換されたヒドロカルビル基を示し、
　　Ｒ４は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ水素原子または一価の随意
に置換されたヒドロカルビル基を示し、
　　ｄは、２、３、または４であるが、
　　ただし、有機ケイ素化合物（Ｂ）において、少なくとも２個の炭素原子を有する少な
くとも１個の基Ｒ４が存在し、
　　および／またはそれらの部分的な加水分解産物であって；
　ならびに、
　（Ｃ）塩基性窒素を含有する式（ＩＩＩ）の有機ケイ素化合物：
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　　（Ｒ６Ｏ）ｅＳｉＲ５
（４－ｅ）（ＩＩＩ）、

　　式中、
　　Ｒ５は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ塩基性窒素を含有する一価
でＳｉＣ結合されている基を示し、
　　Ｒ６は、同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ水素原子または一価の随意
に置換されたヒドロカルビル基を示し、
　　ｅは、２または３であるが、
　　ならびに／またはそれらの部分的な加水分解産物；を含んでなる、架橋性組成物。
【請求項２】
　オルガノポリシロキサン（Ａ）が、実質的に直鎖状のオルガニルオキシ末端を有する式
（ＩＶ）のオルガノポリシロキサンであって、
　　（ＯＲ２）３－ｆＲ１

ｆＳｉ－（ＳｉＲ２－Ｏ）ｇ－ＳｉＲ１
ｆ（ＯＲ２）３－ｆ（

ＩＶ）、
　　式中、
　　Ｒ、Ｒ１、およびＲ２は、それぞれ同一であってもまたは異なっていてもよく、かつ
請求項１に記載の定義の１つを有し、
　　ｇは、３０～５０００であり、そして、
　　ｆは、０、１、または２であるが、
　　ただし、式（ＩＶ）において、ｆは、少なくとも一つの単位では０以外である、請求
項１に記載の架橋性組成物。
【請求項３】
　オルガノポリシロキサン（Ａ）が、
　　（ＭｅＯ）２ＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ２Ｏ］２００－２０００ＳｉＶｉ（ＯＭｅ）２、
　　（ＭｅＯ）２ＶｉＳｉＯ［ＳｉＭｅ２Ｏ］２００－２０００ＳｉＶｉ（ＯＭｅ）２、
　　（ＭｅＯ）２ＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ２Ｏ］２００－２０００ＳｉＶｉＭｅ（ＯＭｅ）
、
　　（ＭｅＯ）ＶｉＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ２Ｏ］２００－２０００ＳｉＶｉＭｅ（ＯＭｅ
）、または
　　（ＭｅＯ）ＶｉＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ２Ｏ］２００－２０００ＳｉＶｉ（ＯＭｅ）２

である、請求項１または２に記載の架橋性組成物。
【請求項４】
　有機ケイ素化合物（Ｂ）が、少なくとも１つのエトキシ基またはそれらの部分的な加水
分解産物を有するシランである、請求項１～３のいずれか一項に記載の架橋性組成物。
【請求項５】
　有機ケイ素化合物（Ｂ）が、テトラエトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、ジメ
チルジエトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルメチルジエトキシシラン、フ
ェニルトリエトキシシラン、フェニルメチルジエトキシシラン、もしくは１，２－ビス（
トリエトキシシリル）エタン、またはそれらの部分的な加水分解産物である、請求項１～
４のいずれか一項に記載の架橋性組成物。
【請求項６】
　前記有機ケイ素化合物（Ｃ）が、３－アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アミノ
プロピルトリエトキシシラン、３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、３－アミノ
プロピルメチルジエトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリ
メトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリエトキシシラン、
Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－フェニル
－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－３－アミノプロピルメチルジ
メトキシシラン、Ｎ－フェニル－３－アミノプロピルトリエトキシシラン、もしくはＮ－
フェニル－３－アミノプロピルメチルジエトキシシラン、またはＮ－アルキルもしくは３
－アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－ア
ミノプロピルメチルジメトキシシラン、もしくは３－アミノプロピルメチルジエトキシシ
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ランのＮ，Ｎ－ジアルキル誘導体もしくはそれらの部分的な加水分解産物であって、ここ
で、前述したＮ－アルキル基が、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブ
チル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロヘキシル、または種々の分枝もしくは非分
枝のペンチルもしくはヘキシル基である、請求項１～５のいずれか一項に記載の架橋性組
成物。
【請求項７】
　成分（Ｂ）と成分（Ｃ）との重量比が、２：１～１：２の範囲である、請求項１～６の
いずれか一項に記載の架橋性組成物。
【請求項８】
　以下、
　　（Ａ）式（Ｉ）の単位からなるオルガノポリシロキサンと、
　　（Ｂ）少なくとも１つのエチル基Ｒ４を有する式（ＩＩ）の有機ケイ素化合物、およ
び／またはそれらの部分的な加水分解産物と、
　　（Ｃ）塩基性窒素を含有する式（ＩＩＩ）の有機ケイ素化合物、および／またはそれ
らの部分的な加水分解産物と、
　随意に、
　　（Ｄ）可塑剤と、
　随意に、
　　（Ｅ）充填剤と、
　随意に、
　　（Ｆ）触媒と、
　随意に、
　　（Ｇ）安定剤と、そして、
　随意に、
　　（Ｈ）添加剤と、を含んでなる、請求項１～７のいずれか一項に記載の架橋性組成物
。
【請求項９】
　全ての成分を随意の順序で互いに混合することを含んでなる、請求項１～８のいずれか
一項に記載の架橋性組成物を製造するための方法。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物を架橋することによって製造される、成形
物。
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